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第 3 章 PETの高電界における電子移動度の電界依存性
高分子電気絶縁材料の電子伝導機構を明らかにする目的で PETフィルム中の電子のドリフト速
度を，キセノン光パルスによるタイム・オプ・フライト法 (time-of-flight法)により測定した。ドリ
フト速度が高電界に対してスーパーリニア (Super linear) に増加していることを明らかにし， PET 
の電子伝導機構は反応速度論的ホッピング伝導の可能性が大きいことを指摘している。
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第 4 章 PETの局所モード緩和と電子のデトラッピング
この章では分子運動と電子のデトラッピングの関係を明らかにする目的で PETフィルムの熱刺
激電流と熱発光および、 tan Ô' と熱発光の同時測定を行っている。 PET には三つの局所モード緩和β1 ，
ん， β3のあることが明らかにされ，そのうち coo基の運動によるものと考えられる β1緩和が熱発光
ピークの起源となっていることが示されている。すなわち熱発光には coo基の運動の開始によりデ
トラッピングされた電子の寄与していることが示されている。
第 5 章 PETのトラップ電子による熱刺激電流の照射光波長依存性
本章では分子運動モードの異った状態での， トラップ電子の光学的活性化エネルギーの差を比較す






第 6 章 高電界印加工ポキシ樹脂の熱刺激電流
高電界(105V/cm) を印加したエポキシ樹脂の熱刺激電流を，室温から 130 0C の温度領域で測定す
ると， 4 つのピークが観測されている。これらのピークの起源を検討し ， 450C に現われるピークは双
極子に ， -80oC 100 oC に現われるピークはトラップ電子によるものであることを指摘している。
第 7章結論

















(4) PET中の電子トラップの性質を明らかにするために熱刺激電流 (TSC) ，熱刺激ルミネッセンス
(TSL) ，の他にはじめて熱刺激誘電損失 (tanò) の同時測定を行った。その結果高分子の局所モ
ード緩和に対応した数種類のピークを見出し，電子トラップによるピークと双極子の脱分極による
ものを区別することができた。さらにこれらのピークの熱的活性化エネルギーと光学的なデトラッ
ピングのエネルギー闇値を求めそれらを比較することによって電子のトラップ，デトラップの機構
を明らかにした。
以上のように本論文は高分子電気絶縁材料中の高電界電子伝導に関する多くの重要な新知見を含み，
電気材料工学に寄与する所が大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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